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④ 数値目標の詳細　※設定できない計画については記載不要。

指標の名称 指標の定義（計算式／説明）

冊子の編集・製本 2冊の冊子の編集・作成

③ ロードマップ

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
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（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

① 目的・内容

　学習院の戦前の教え「質実剛健」，戦後の教え「自重互敬」の精神を大切にした道徳教育を推進する。これは，学
習院のミッション「ひろい視野」と「ゆたかな感受性」を育むことになる。
　まず，自分の立ち位置，すなわち自分の国や自分の学校についてよく知って理解し，それをもとに国際的な視野
を広げていくという立場から，学習院の心の教育の本質の部分に触れる。
　そこで，学習院の心の教育の一つ「質実剛健」の精神を強く押し出した第十代乃木希典院長，そして「自重互敬」
を唱えた第十八代院長安倍能成院長の「人」と「なり」を児童に分かりやすく紹介し，今では学習院の中心となる精
神となった「質実剛健」「自重互敬」が，より児童に浸透し，身近に感じられるようにする。
　さらに，この精神を中心に据えた一貫教育実現のため，学習院幼稚園から学習院大学・女子大学の各学校との
交流活動をより活発化させ，一体化した精神の交流を行う。

② 到達目標（数値目標／定性目標 ）　※数値目標を設定できない計画は、定性目標を設定すること。

　乃木希典院長，安倍能成院長の「人」と「なり」，「考え方」，「現在に残る教え」を，低学年の児童にもわかるように
伝えるための本を作成する。　 第十代院長乃木希典先生　1冊　　　第十八代院長安倍能成先生　1冊
　学習院各校との教員の交流，各校父母への話，各校園児・生徒・学生と児童との交流等，現在の状況を保持しつ
つ，将来の可能性を探る。

教 A
「質実剛健」「自重互敬」の精神を大
切にした道徳教育の推進

令和 年度 令和

分　類 実施計画 開始年度 完了年度 将来的な継続

年度 なし

初等科 企画課管理用

推進主体 初等科

責任者 国語部主任

安倍能成院長の冊子編集

乃木希典院長の冊子編集

安倍能成院長の冊子作製

乃木希典院長の冊子作製
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　安倍能成18代院長の伝記の作成・印刷を行う。 安倍能成18代院長の伝記の作成・印刷を行った。
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乃木希典先生の遺稿及び記述を収集し，冊子の編
集を行う。
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　収集した資料を整理し，一部を文書化することで，
道徳の学習への活用を試みる。

　今年の開院記念日に合わせて，「安倍能成18代院長と
学習院院歌」というタイトルの資料を作成し，道徳の学習
教材として活用した。

(

2
0
2
4
年
度

)

令
和
６
年
度

　収集した資料の要約文書を元に，児童向けの内容
の冊子作成を目指して，編集に取りかかる。

　安倍能成18代院長の伝記の準備・計画を進めた。

⑤ 実施計画／実施報告

年度 実施計画 実施報告／今後の課題
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　安倍能成先生，乃木希典先生の遺稿及び記述を
収集し，冊子の編集を始める。

　『学習院中興の祖安倍能成先生』，『安倍能成選集』１・
２・５巻，他遺稿及び記述資料を収集し研究した。
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